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お互い助け合う「感
かん

謝
しゃ

」の気持ちと「諫
かん

早市社
しゃ

会福祉協議会」の意味を

込めて名付けました。末永く皆さまに愛される広報紙を目指しています。

この広報紙は、皆さまから寄せられた会費、共同募金・寄付金などで作成しています

　10月７日（土）、諫早市社会福祉協議会では、諫早市新道町駐車場で「災害ボランティアセンター

設置運営訓練」を実施しました。

　この訓練は、大規模な災害が発生した時、支援に訪れる県内外からの多くのボランティアに素早

く対応し、円滑に活動ができるようにするもので、約120人の参加者がありました。当日は、日本

防災士会長崎県支部、諫早市連合婦人会及び日本赤十字社長崎県支部のご協力の下、参加者がそれ

ぞれ災害ボランティアセンターを訪れる「ボランティア役」と「運営スタッフ役」に分かれ、災害

ボランティアセンターの実際の流れや活動を体験しました。

参加者からは、「事前に訓練をしておくと災害があった時に

慌てなくて済む」、「災害ボランティアセンターが何をすると

ころかわかってよかった」などの声が上がりました。

　諫早市社会福祉協議会では、昨年度から災害ボランティア

養成講座を実施しており、今後も引き続き、災害ボランティ

アの養成と、災害が発生した際に市民やボランティアとの協

力体制がスムーズに取れるよう取り組んでいきます。

災害ボランティアセンターとは、災害時における被災地でのボランティア活動を円滑に進

めるための拠点のことで、主に地元の社会福祉協議会が設置します。被災者を支援し住民

の生活再建に大きな力を発揮します。

災害ボランティアセンター設置運営訓練を実施

～平成29年度第2回災害ボランティア養成講座～

ボランティア受付の様子

ハイゼックス袋を使った炊き出し
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社会福祉協議会が取り組む

災害ボランティアセンター設置運営訓練の様子と流れ

ボランティアの受付

→被災地に駆けつけてくれたボ
ランティアさんが最初に向か
い、登録などの手続き、資格や
特技等を記入します。

資材の貸し出し

→ボランティア活動に必要な資
機材を借ります。今回は、資材の
カードを使って訓練しました。

オリエンテーション

→被災者のプライバシーの保護
や寄り添うことの大切さなどに
ついて説明を受けます。

被災現場での活動訓練

→今回は特別に、担架や三角巾の
作り方など救急法を体験しました。

ニーズのマッチングとグルーピング

→被災者からの依頼内容（困りごと）
の説明を聞きます。ボランティアは
参加したい活動に手を挙げ、グルー
プを作った後、リーダーを決めます。

活動報告

→活動を終えた後、活動状況や活
動継続の有無などを報告します。

ご協力ありがとうございます
　気軽に取り組めるボランティア活動として、自宅、学校・職場などで『プルタブ』と『使

用済み切手』が集められています。ご協力いただきました皆様をご紹介いたします。
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受付期間：平成29年５月１日～平成29年10月31日　敬称略　受付順
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新しい地域福祉の担い手づくりに向けて

地区社協リーダー研修会
ひとり暮らし高齢者宅への
無料電気点検ボランティア

　本会では、地域福祉推進の活動基盤となる地区（校

区）社会福祉協議会の役員を対象に、毎年研修会を

実施しています。

　今年度は10月18日（水）に開催し、長崎ウエスレ

ヤン大学の中野教授を講師に迎え、「新しい地域福祉

の担い手づくりに向けて」と題し、ご講義頂きました。

　社会全体の高齢化が進む一方で、地域の中での支

え合い活動の必要性はますます高まっています。

　そのような中で、多くの地域住民が協力し、小学

生が数日間親元を離れ、公民館などに寝泊りして炊

事や掃除などの身の回りのことをしながら学校に通

学する『通学合宿』の話に、参加者は特に関心を示

されていました。

　参加者は、「子どもを巻き込む地域づくりの手法は

参考になりました。活動の視野を広げていくことは

大切だと思います。」「通学合宿は子どもだけでなく、

周囲の大人も関わることで地域の活性化に繋がるよ

い機会となるため、自分の地区でも今後検討した

い。」などの感想を述べられました。

　10月25日（水）、諫早電気工事業協同組合青年部

による「ひとり暮らし高齢者宅の電気点検ボラン

ティア活動」が行われました。

　この活動は、民生委員・児童委員の協力を得て、平

成21年度から実施されており、これまで漏電や危険

な配線等の無料点検を行っていただいております。

　今年度は、西諫早地区を対象として、ひとり暮ら

し高齢者宅４軒について、配線盤の点検や電球交換

等が行われ、安全に電気機器を利用することができ

るように、丁寧な説明がなされていました。

　点検を受けた方々からは、「ひとりではできないか

ら助かった」、「不安だったがこれで安心できる」と

とても喜ばれました。

　また、青年部の方は、「今まで先輩達が行ってきた

ことを受け継ぐことがやりがい。今後も続けていき

たい」と話されました。

～歳末たすけあい運動にご協力をお願いします～

つながり　ささえあう　みんなの地域づくり

　長崎県共同募金会諫早市支会は、「つながり　ささえあう　みんなの地域づくり」をスローガンに

12月１日から歳末たすけあい運動を展開いたします。

　市民の皆さまから寄せられるあたたかい募金は、歳末たすけあい見舞金贈呈事業、年末年始施設

行事演出講座、障害者成人祝金贈呈事業などの事業に活用させていただきます。

　どうぞ皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

運動期間：12月１日から12月25日
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12月のふれあい福祉相談
　暮らし、財産、権利擁護に関する心配ごと
など、何でもおたずねください。

開 設 日 月曜日～金曜日（祝日を除く）

開設時間 午前10時～午後３時

場　　所

ふれあい福祉相談センター

（諫早市社会福祉会館内）
【専用電話】23-7022

一
般
相
談

開 設 日 12月15日（金）　弁護士

開設時間 午後１時30分～４時

場　　所
諫早市社会福祉協議会

【電話】24-5100

無
料
専
門
相
談

※専門相談は、10日前までに予約をお願いします。

ご寄付ありがとうございました
平成29年10月１日～平成29年10月3１日受付分

次の皆さまから、心温まるご寄付をいただきました。

ご厚志に沿うよう地域福祉事業のため大切に使わせ

ていただきます。

香典返し

篤志寄付

物品寄付

▼ 野原義輝 様（馬渡町）【亡母 チキ様】

▼ 野中秋  様（ 佐賀県藤津郡太良町大字大浦戸）
【亡妻　清子様】（原口町）

▼ ふるさと料理愛好会（中尾町）

▼ 西諫早公民館自主学習グループ 糸の和会

― 特別会員のご紹介（平成29年10月１日～31日分）―
　本会の地域福祉の推進にご賛同いただき誠にあ
りがとうございました。心よりお礼申し上げます。
◦いかり内科クリニック
◦おの小児科医院
◦小鳥居諫早病院
◦沢田医院
◦長崎呼吸器リハビリクリニック

諫早市社会福祉協議会会費お礼

災害支援ボランティアバスを運行しました！！

　諫早市社会福祉協議会では、平成29年７月九州北部豪雨により甚

大な被害を受けた方々の支援を行うため、福岡県朝倉市に９月23日

（土）、10月14日（土）の両日、災害支援ボランティアバスを運行し

ました。

　両日合わせて35名のボランティアの方々と社協職員が福岡県朝

倉市で家屋内の泥出し等を行い、被災地の支援を行いました。本会

は、これまで８月に２回、災害支援ボランティアバスを運行してお

り、今回の分を合わせると計４回、延べ87名ものボランティアの方々

と一緒に、被災地のニーズに応じた活動を行うことができました。

　市民の皆さまの温かいご支援ご協力、ありがとうございました。

　なお、11月11日、12月９日に朝倉市で予定していた災害支援ボ

ランティアバスは朝倉市災害ボランティアセンターの閉所に伴い、

中止いたしました。

出発式の様子（９月23日）

出発式の様子（10月14日）

諫早市発

福岡県朝倉市支援

▼諫早つつじ会
　上記寄付者以外にも、諫早市社会福祉協議会
が設置する募金箱に多数の義援金のご協力を
いただいております。ありがとうございます。

平成29年７月九州北部豪雨災害
義援金寄付者 （１０月受付分）


